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映画
『A フーR 一成』呈議芸
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日本在住のアメリカ人監督イアン ･ 卜⊥ マス ･

アγ. シ ュ が

カメラにおさめた
``

フクシマ
"

Di r e ct e d b y lA N T H O M A S A S H

フクシマ で生きる子どもたちに ､ 今何が起き七いるのか
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8 年白の 7 ウシマ ､ T 0 7 名の子どもが甲状腺がん( 疑い含お) ､

福島の切I目蓋こ 分断を許しち ゃ い什ない｡

2011 年 3 月 11 日 東日本大震災による福島原発事故発生 ｡

その 1 1 日後､ 日本在住の ドキ ュ メンタリ
ー

監督イアン
･

ト
ー

マ ス ･ ア ッ シ ュ は､ 福島の取材を

決意する｡

今福島で ､

一 体何が起きて いるのか ?

その真実を知りたいという 一 心でア ッ シ ュ は福島へ向か っ た｡

福島を訪れたア ッシ ュ はカ メラを片手に町の様子､ 人 々の様子を撮り続けた｡

中でも､ 外国人の自分に興味津々な様子で無邪気に声をかけてくる子どもたちに､ ア ッ シ ュ は

｢ 兄弟｣ としての親 しみを感じるようにな っ た｡

しかし､ その手どもたらに､ ある異変が起きて いることを知る｡

映画本編で ､ 取材に応じた母親たちは､ ｢ 県内で 子どもたちを対象に行われた甲状腺検査で ､

A 2 判定を受ける子 どもたちが 2 0 1 1 年は 2 8 .2 % だ っ たのに ､ 2 0 1 2 年は 4 3 ～ 4 4 % に増え

ている｣ と訴える｡ 【A 2】【B】【C】 これは､ 甲状腺に発生したのう胞や結節 ( しこり) の大

きさによる判定レベルを表している｡

同時にア ッ シ ュ は子どもたちをとりまく校庭や通学路の汚染除去の日常の実態もカメラにおさ

めてゆく｡

まるで家族のポ
ー ト レイ トを撮るかのように愛情をも っ て ､ 原発事故以降の福島を撮り続ける

ア ッ シ ュ ｡ テ レビでは報道されない福島の厳しい現実と､ 福島に住む人々の切実な訴えが､ カ

メラ を通して静かに映し出される
-

｡

果た して ､
子 どもたちの未来は安全なのか ?

それで も､ 私たらは､ 何も起こ っ ていない と見過ごすことができるのか
-

｡

M a 丘e B e r g占 仏工Ⅵ si o n s d n R 占el 由 2 0 1 0

監 督 ニイ ア ン ･ ト ー マ ス ■ ア ッ シ ュ

1 97 5 年生まれ｡

ア メ リカ ･ ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州 出身｡

初めて撮 っ た長編 ドキ ュ メ ンタ リ
ー ｢th e

b al l a d of v i c ki 8 n d j a k e ｣ ( 200 6 年) が ､
ス

イス の ドキ ュ メ ンタ リ
ー

映画祭 町o n V i s i o n $

d u R伝el で グラ ン プリ を受賞｡ 200 0 年に 英語教

師として 来 日して 以来 ､ 日本滞在 歴は1 3 年に

も及ぶ｡ 福島第
一

原発事故以降に撮影 した r グ

レ
ー

ゾ
ー

ンの 中 ( I n t h e G r ¢y Z o n e) ｣ (2 01 2

年) も世界 中で高く評価され て いる ｡

2 01 3 年/ 71 分/ 日本映画/ 日本語
･

英語/ ◎I a n T h o m a s A s h 20 1 3 監督: イア ン
･ トーマ ス ･ ア ッ シ ュ 配給 映画人2 - B - C 事務局 W W W . a 2 - b - C . C O m

ふくし夢共同診療所 ｢ 避難 ･ 備蓄 ･ 医療｣ の運動で ､

福島の怒りと共に立ち上がろう J

｢ 避難 ･ 保養 ･ 医療｣ の 3 原則 ｡

全国か らのカ ンパで 2 0 1 2 年 1 2 月に福島駅西口 に開院した､ ふく

しま共同診療所 ｡ 映画 『A 2 - B - C 』 にも甲状腺エ コ ー 検査の場面で登

場しています｡ ｢ 本当の こ とを知りたい｣ お母さんたちや､ 原発作業

員､ 除染労働者 ･ ･ ･ 周りに言 えない悩みを抱えて来院 して います｡

医師の 立場か らして も ､ 放射能に対 して最も有効な手段は ｢ 避難｣ ｡

経済的理由や家族関係､ 仕事等､ 様々な事情で避難がで きない人は､

年間少なくとも
■
3 0 日以上は ｢ 保養｣ で福島県外の放射線蔓の低いと

ころ へ出る こ と｡ その後ろ支えと して ｢･医療｣ があり､ 継続的な経過観察が大事で

ある と､ ふくしま共同診療所の 医師は考えています｡ 1 6 7 名の子どもが甲状腺が

ん ( 疑い含む) と診断されてなお､ ｢ 原発事故の影響とは考え にく い｣ と居直り続

ける福島県立医大｡

いまだ福島原発の収束の目途も立たない状況で避難区土或を解除し､ 帰還と被曝を

強制する 日本政府｡ 福島の怒りとともに ｢ 避難 ･ 保養 ･ 医療｣ の運動で これ らに立

ら向か い､ 人間ら しく生きられる社会をつ くっ ていきましょ う !

■ ふ く しま共同診療所■

福島市大田 町 20
-

7 佐 周 ビル 1 階

J R 福島駅西 口よ り徒歩 5 分

T e t O 2 4- 5 7 3- 9 3 3 5

w w w . f u k u s h i m a c ol l a b o r a t i v e cl i ni c . j p

■福島診療所基金 ■

郵便振込 口座 022 0 0- 8-1 2 6 4 0 5

銀行 口座 福島銀行本店 普通 125 2 糾1

福島診療所建設基金 代表 渡辺馨




